
　今
日
も
海
風
が
強
く
吹
き
つ
け
る
荒
浜
。
こ
の
荒
浜
へ

毎
日
や
っ
て
く
る
若
者
が
一
人
、
貴
田
慎
二
さ
ん
で
す
。

貴
田
さ
ん
は
、
自
宅
跡
地
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
コ
ー
ス

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　「津
波
で
全
て
失
っ
て
か
ら『
何
か
楽
し
い
こ
と
、
自
分

の
好
き
な
こ
と
を
や
ら
な
き
ゃ
だ
め
だ
』と
思
っ
て
。
好
き

だ
っ
た
ボ
ー
ド
を
皆
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
、
コ
ー

ス
を
つ
く
り
始
め
た
ん
で
す
」と
話
す
貴
田
さ
ん
は
、
友

人
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
初
心
者
か
ら
楽
し
め
る
よ

う
な
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
コ
ー
ス
を
つ
く
り
続
け
て
い
ま
す
。

　「深
沼
で
生
ま
れ
育
っ
た
か
ら
、
こ
の
土
地
へ
の
愛
着
は

人
一
倍
あ
り
ま
す
。
だ
っ
て
、
も
っ
た
い
な
い
っ
す
よ
。
こ

ん
な
に
街
か
ら
近
く
て
海
水
浴
場
も
あ
る
場
所
な
ん
て
、

他
に
な
い
で
す
よ
」。
夏
休
み
に
な
る
と
、
毎
日
、
家
族

連
れ
や
若
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
こ
の
町
を
、
も
う
一
度
再
生

さ
せ
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
の
貴
田
さ
ん
。

　「荒
浜
は
公
園
に
な
る
計
画
が
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
そ

れ
な
ら
ば
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
市
民
が

楽
し
め
る
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」と
語
る

貴
田
さ
ん
の
日
焼
け
し
た
顔
の
先
に
は
、

母
校
の
荒
浜
小
学
校
が
今
も
町
を
見

守
る
よ
う
に
た
っ
て
い
ま
す
。

2013

9月

自
分
や
仲
間
、
皆
の
た
め
に

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
コ
ー
ス
づ
く
り

今月の
ひと

故
郷
の
再
生
を
願
っ
て

毎
日
、
荒
浜
へ
通
う
若
人

パ ズ ルク ロ ス ワ ー ド
①仙台市初の名誉市民にして詩人、英文学者の土井○○○○。市内には、そ
の名をとった○○○○通りがあります
②人口100万人を超える仙台市は、東北最大の○○といえます
④酒を注いで飲む小さい器
⑤仙台市在住の直木賞作家・伊集院静の妻は、女優の○○ひろ子
⑦敵の本陣、大きな組織の中枢
⑩９月20，21日、志波彦○○○○と塩竃○○○○にて、「しおがまさま神々の
月灯り」が開かれます
⑭仙台市出身の漫画家・荒木飛呂彦の代表作といえば、「ジョジョの奇妙な
○○○○」
⑯2002年にノーベル化学賞を受けた○○○耕一は、東北大学出身
⑰９月14～23日、野草園にて「○○まつり」が開催されます
⑱寅さんの名ゼリフ、「○○は車、名は寅次郎。人呼んで…」

①野球で、打つために必要な棒
③「ひょっこりひょうたん島」などで知られ、日本芸術院会員である井上○○○
は、仙台第一高校の出身
⑥「暗夜行路」「城の崎にて」などで知られる○○直哉は、石巻市出身
⑧芸人の○○英孝は、宮城県の魅力を全国に発信する「みやぎ絆大使」のひとり
⑨芸道で素質がないのは、○○が悪い
⑪今年のテーマは「音楽は無限大」。９月７，８日に、定禅寺ストリート○○○フェ
スティバル」が開かれます
⑫仕事から退いてのんびりと暮らすこと
⑬仕組みや機構の大きさ
⑮○○は世につれ世は○○につれ
⑰青葉城恋唄より。♪広瀬川～流れる岸辺～想い出は帰らず　○○○～踊る光に…
⑲ことわざ。○○○は人の為ならず
⑳マリンピア松島水族館でも人気者。「海豚」の読みは？

タ
テ
の
カ
ギ

出題
石田竹久

ヨ
コ
の
カ
ギ

A B C D E
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　Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」の
テ
ー
マ

曲
、
歌
詞
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
度
聞
い
て
も「
す
っ
と

こ
ど
っ
こ
い
」と
聞
こ
え
る
一
節
が
あ
り
ま
す
。
不
思
議

な
事
に
、
こ
の
聞
こ
え
方
が
日
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で

す
。い
つ
も
は
、お
も
し
ろ
お
か
し
く
、元
気
度
が
下
が
っ

て
い
る
時
は
、
つ
ま
ら
な
く
聞
こ
え
ま
す
。
音
楽
の
一
節

に
対
す
る
感
じ
方
で
も
こ
ん
な
に
違
う
の
か
と
驚
い
て

い
ま
す
。
最
近
、
我
が
家
で
は
、
毎
日
の
元
気
度
を
こ
の

一
節
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
元
気
度
が
下
が
っ
た
時
、
皆
さ
ん
は
何
を

な
さ
い
ま
す
か
。
私
は
、
か
ら
だ
の
元
気
は
、「
寝
る
」「
食

べ
る
」こ
と
で
保
つ
よ
う
に
し
て
、
心
の
元
気
回
復
の
た

め
に
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
熱
中
で
き
る
ダ
ン
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
機
会
を
見
つ
け
て
は
風
に

向
か
っ
て
立
ち
、
風
に
吹
か
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私
は
風
に
吹
か
れ
る
と
、
す
っ
き
り
と
し
た
か
ら
だ
の

爽
快
感
と
、
心
の
安
ら
ぎ
を
同
時
に
得
ら
れ
る
の
で
す
。

「
風
」に
対
す
る
感
じ
方
を
、
自
分
自
身
で
刷
り
込
ん
で

き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　心
の
元
気
、
皆
さ
ん
は
ど
の
様
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ど
ん

な
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
か
。
好
き
な
事
、
楽
し
い
事
、
夢

中
に
な
れ
る
も
の
、
気
持
ち
の
い
い
事
、
癒
や
さ
れ
る

事
等
、
ぜ
ひ「
心
の
常
備
薬
」を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

す
っ
と
こ
ど
っ
こ
い

生活編
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入
江
徳
子
（
い
り
え

　
の
り
こ
）

健
康
運
動
指
導
士
と
し
て
震
災
後
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
集
会
所
で

指
導
を
行
っ
て
い
る
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在

（
公
財
）仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団

　健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
課
課
長

　入
江

　徳
子

　震災復興応援ソング「がんばれ援歌」を唄う高
橋樺子さんが、またまた8月にやってきました。待っ
ていたように住民有志が踊りの輪をつくっていまし
たよ。♪にしの空から～がんばれ援歌～ （きくち）

　副鼻腔炎を患いました。こめかみから歯までの
痛みが今この時も襲ってきます。元はただの風邪
だったんですけどね。この時期、熱中症はもちろ
んですが夏風邪にもご注意ください。 （さとう）

お住まいを移転されると、移転先に「みらいん」が届かなくなる可能性が
あります。引越し後も引き続き購読を希望される方は、編集部までご一報
ください。
宛　先：〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町2-12　「みらいん」編集部
T E L：022-390-5755
FA X：022-390-5756　　e-mail：kawara@mmmm.or.jp 
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次号は 2013 年 10 月上旬に発行予定です。

お住まいを移転される方へ

前回のこたえ

でした。
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東部道路法面の
避難階段は
5ヵ所設置
されています

避難施設

藤塚
排水機場

河口堤防

井土浜

井土

三本塚

笹屋敷

東西を横断する
道路との交差点です

津波避難道路
県道荒浜原町線

大堀
排水機場

移設

二郷堀
排水機場

新二郷堀
排水機場

井土浦
名取川

種次

海岸防災林

貞山堀より西側では
コナラなどの広葉樹も

植えます

津波避難道路
県道井土長町線

かさ上げ道路●仙台市建設局　　避難施設●仙台市消防局
排水機場●農林水産省東北農政局仙台東土地改良建設事業所
海岸防災林●林野庁東北森林管理局仙台森林管理署
河口堤防・海岸堤防●国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所

あの日から2年半。沿岸部では日々さまざまな施設、設備の復旧が進められています。今
月の特集は、浸水区域にお住まいの方や現地再建を控えている方々に知っておいてい
ただきたい、災害対策設備や施設の復旧、新設に関するリポートをお届けします。

　震災にお

ける仙台市

の海岸防災

林の被害は、

民有林・国有林合わせて約326㌶

に及びました。現在、震災前の状

態に戻すよう復旧に当たってい

ますが、地下水の影響を受けず、

より深い根を張る防災林となる

よう、あらかじめ2～3㍍の盛土

を行った上で、潮風や乾燥に強い

　2015年度完了を目標に進
めている、仙台湾地区の海岸
堤防復旧工事は、国土交通省
が施行する若林区内の工区
で現在5割の部分が完了して

います（仙台市が実施する深沼海水浴場部分を含ま
ず）。これまでの若林区内の代表的堤防の高さは5.2
㍍～6.2㍍でしたが、新しい堤防は7.2㍍に統一され
ます。これは高潮や百数十年単位で発生する頻度の
高い津波を対象に設計されています。震災後の調査
で、堤防は堤防を越えた海水により、海側からでは
なく陸側から破壊されていることがわかったため、
陸側に瓦のように噛み合わせるブロックを用いた
り、法面の付け根部分を補強するなどの工夫が施さ
れました。これにより、東日本大震災のような最大

クラスの津波に対して
も、破壊、倒壊するま
での時間を少しでも
長くするような構造
になっています。

　閖上大橋から七北田川までを
つなぐかさ上げ道路は、若林区内
では県道塩釜亘理線と並行して
建設されます。高さ6㍍、幅30㍍
～40㍍のこの道路は、海岸堤防、海岸防災林とあわせ、津波からの減災を図る役割が期待されています。若林区内では津波避難道路となる県道井土長町線、県道荒浜原町線を含め東西を横断する道路8本との平面交差点で接続される予定で、現在、順次

住民説明会を行っており、まと
まった用地が取得できた地区から
順次着工されます。完成は着工か
ら5年程度を目標としています。

クロマツを中心に内陸側には、コ

ナラやヤマザクラなども併せて

植えることとしています。植付け

の密度は、早期に森林化を進める

ため、ヘクタールあたり5,000本

からスタートし、間伐などを経て

大木となる頃には数百本とする

予定です。今後は、公共事業だけ

ではなく、広くNPOなどの協力

を得ながら、被災後10年を目処

に植付けまでを終える予定です。

　若林区内では5ヵ所の津波避難

施設の建設が予定されており、現

在仙台市による地区住民の方へ

の説明会が順次行われています。

施設には鉄筋コンクリート造りのビル型と、鉄
骨造りの

タワー型の2タイプがあり、ビル型は笹屋敷、三
本塚、種

次の消防団施設と併設する形で、タワー型は井
土と三本

塚に建設されます。それぞれに水、食料、毛布、簡
易トイレ

などが備蓄、防災行政用無線が設置される予定
です。各

施設は、住民説明会での意見などを参考に設計
などを

行った上で着工され、概ね1年ほどで完成する予
定です。

　排水機場とは農地や宅地
などに流れ込む内水の氾濫
を防ぐための施設です。震
災では六郷、七郷地区にあ

る大堀、二郷堀、藤塚の3ヵ所すべてが被害を受
けました。応急復旧は2011年度に完了し、本復旧
は現在着工中です。本復旧では、地盤沈下対策と
して大堀のポンプ台数を2台から3台に、二郷堀
では4台から5台に増設し、排水の汲み上げ量の
増強を図り、震災以前と変わらぬ排水状況を確保
します。本復旧は大堀で年度内の完了、二郷堀、藤
塚で2014年度内の完了を目指しています。

荒浜地区に設置された
かさ上げ道路の実物大モデル

▲

▲深沼海岸から望む海岸堤防

　5～6㍍の高さ

だった名取川の河口

堤防は、河口から閖

上大橋まで海岸堤

防と同じ7.2㍍の高さになり、海岸に近い

区間は海岸堤防同様に津波に対して強い

構造になります。また、藤塚側、閖上側、と

もに同じ高さ、構造です。現在、藤塚側の復旧

工事は全区間で着手しており、2015年度完

了を目標に進められています。洪水などに配

慮し、元の堤防の形を確保しながら工事が進

められています。なお、排水機場などの復旧

工事が完成するまでの間は、大雨、洪水に関

する情報には常に注意してください。

取材
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で、堤防は堤防を越えた海水により、海側からでは
なく陸側から破壊されていることがわかったため、
陸側に瓦のように噛み合わせるブロックを用いた
り、法面の付け根部分を補強するなどの工夫が施さ
れました。これにより、東日本大震災のような最大

クラスの津波に対して
も、破壊、倒壊するま
での時間を少しでも
長くするような構造
になっています。

　閖上大橋から七北田川までを
つなぐかさ上げ道路は、若林区内
では県道塩釜亘理線と並行して
建設されます。高さ6㍍、幅30㍍
～40㍍のこの道路は、海岸堤防、海岸防災林とあわせ、津波からの減災を図る役割が期待されています。若林区内では津波避難道路となる県道井土長町線、県道荒浜原町線を含め東西を横断する道路8本との平面交差点で接続される予定で、現在、順次

住民説明会を行っており、まと
まった用地が取得できた地区から
順次着工されます。完成は着工か
ら5年程度を目標としています。

クロマツを中心に内陸側には、コ

ナラやヤマザクラなども併せて

植えることとしています。植付け

の密度は、早期に森林化を進める

ため、ヘクタールあたり5,000本

からスタートし、間伐などを経て

大木となる頃には数百本とする

予定です。今後は、公共事業だけ

ではなく、広くNPOなどの協力

を得ながら、被災後10年を目処

に植付けまでを終える予定です。

　若林区内では5ヵ所の津波避難

施設の建設が予定されており、現

在仙台市による地区住民の方へ

の説明会が順次行われています。

施設には鉄筋コンクリート造りのビル型と、鉄
骨造りの

タワー型の2タイプがあり、ビル型は笹屋敷、三
本塚、種

次の消防団施設と併設する形で、タワー型は井
土と三本

塚に建設されます。それぞれに水、食料、毛布、簡
易トイレ

などが備蓄、防災行政用無線が設置される予定
です。各

施設は、住民説明会での意見などを参考に設計
などを

行った上で着工され、概ね1年ほどで完成する予
定です。

　排水機場とは農地や宅地
などに流れ込む内水の氾濫
を防ぐための施設です。震
災では六郷、七郷地区にあ

る大堀、二郷堀、藤塚の3ヵ所すべてが被害を受
けました。応急復旧は2011年度に完了し、本復旧
は現在着工中です。本復旧では、地盤沈下対策と
して大堀のポンプ台数を2台から3台に、二郷堀
では4台から5台に増設し、排水の汲み上げ量の
増強を図り、震災以前と変わらぬ排水状況を確保
します。本復旧は大堀で年度内の完了、二郷堀、藤
塚で2014年度内の完了を目指しています。

荒浜地区に設置された
かさ上げ道路の実物大モデル

▲

▲深沼海岸から望む海岸堤防

　5～6㍍の高さ

だった名取川の河口

堤防は、河口から閖

上大橋まで海岸堤

防と同じ7.2㍍の高さになり、海岸に近い

区間は海岸堤防同様に津波に対して強い

構造になります。また、藤塚側、閖上側、と

もに同じ高さ、構造です。現在、藤塚側の復旧

工事は全区間で着手しており、2015年度完

了を目標に進められています。洪水などに配

慮し、元の堤防の形を確保しながら工事が進

められています。なお、排水機場などの復旧

工事が完成するまでの間は、大雨、洪水に関

する情報には常に注意してください。

取材
協力
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荒
浜
移
転

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

集
団
移
転
の
早
期
実
施
と
移
転
後
の
荒
浜
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　協議
会
ニ
ュ
ー
ス
発
行
に
向
け
て
、

記
事
内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。荒
井
地

区
の
移
転
先
造
成
工
事
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、住
宅
建
築
の
準
備
を
促
す

内
容
が
必
要
な
こ
と
や
、ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
選
び
に
役
立
つ
説
明
会
の
案
内
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、複
数

の
世
帯
で
建
築
を
希
望
す
る
メ
ー
カ
ー

が
同
じ
に
な
っ
た
場
合
の
、共
同
で
契

約
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

　

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
検
討

八
月
九
日（
金
）定
例
会
議

荒
浜
再
生
を
願
う
会

荒
浜
に
戻
っ
て
文
化
の
再
生
を
目
指
す
住
民
有
志
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
八
月
に
企
画
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

に
関
し
て
、東
北
大
学
が
十
八
日
に
サ

ン
モ
ー
ル
一
番
町
で
開
催
す
る
復
興
支

援
イ
ベ
ン
ト
に
会
が
参
加
し
、仙
台
市

民
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
や
、二
十
四

日
に
予
定
し
て
い
る
貞
山
掘
の
灯
篭
流

し
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。名
取
川
流
域
の

文
化
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流
と
し
て
、秋
保
の
職
人
が
荒

浜
の
各
種
素
材
で
作
品
を
制
作
す
る
九

月
の
企
画
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告
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あ
り
ま
し
た
。
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。
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よ
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な
る

と
い
う
も
の
で
す
。こ
の
計
画
案
は
、三

本
塚
町
内
会
全
体
集
会
で
提
案
さ
れ
る

予
定
で
す
。ま
た
、参
加
者
が
持
参
し
た

自
作
の
建
築
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郷
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浸
水
区
域
か
ら
六
郷
地
区
へ
の
集
団
移
転

に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
が
移
転
す
る
隣
接
地
に
移
転
予
定

の
井
土
地
区
住
民
グ
ル
ー
プ
と
の
初
会

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
後
共
同
で
移

転
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
か
ら
、今

回
の
議
題
と
し
て
は
ま
ず
、公
園
、道

路
、上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
つ
い
て
、課
題
整
理
が
行
わ
れ
ま
し

た
。早
急
に
取
り
組
む
課
題
と
し
て
公

園
用
地
の
場
所
の
確
定
が
挙
げ
ら
れ
、

決
ま
り
次
第
、住
宅
区
画
を
確
定
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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当
日
の
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子

●
井
土
地
区
移
転
住
民
グ
ル
ー
プ
と
の

顔
合
わ
せ

●
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
課
題
整
理

八
月
四
日（
日
）会
合

まちの語り場
集団移転、単独移転、現地再建…。沿岸部にお住まい
だった方は今、お住まいの再建に向けて地域ごとに話し
合いを進めています。このコーナーでは、それぞれの団
体で話し合われている内容についてお知らせします。

※記載している内容は、各開催日現在での情報です。最新の情報については各団体へお問い合わせください

問い合わせ先
代表 貴田喜一 090-8254-4270
定 例 会 議
毎週月曜日19：00～
荒井小学校用地仮設住宅集会所

問い合わせ先
代表 末永薫 （問い合わせがある場合
は直接定例会場においでください）
定例会議
第2・4金曜日19：00～
サンピア2F 会議室4

問い合わせ先
代表 小野吉信 090-3122-4843
会議、学習会は自由参加、随時開催

問い合わせ先
代表 落合義光 090-4882-3368
会議は随時開催

みらいん編集部は、毎日読者の皆さんと一緒にさまざまな催しや
出来事に参加し、取材しています。その一部をご紹介します。

みらいん編集部

取材ダイアリー

4日（木）お茶会はノリノリライブに！
（七郷市民センター）

　借り上げ民間
賃貸住宅住民グ
ループ若松会の
お茶会ゲストは、
日本全国を飛び
回るミュージシャ

ン「ソーセージ」です。ファンキーなお兄さんた
ちの演奏に皆もノリノリでした。

7日（日）初めてのそば打ち
（JR南小泉アパート仮設住宅）

　親子参加のそ
ば打ち体験が行
われました。力
いっぱいこねて
粉だらけの子ど
もたち。そば切り

包丁はとっても大きくて、おっかなびっくりな
がらも、一生懸命取り組みました！

10日（水）オリジナルウエアづくり！
（荒井7号公園仮設住宅）

　学校法人三島
学園から、陶芸の
先生がやってきま
した。この日は素
焼きの陶器への絵
付け体験です。可

愛らしいシールを使ったり思い思いの絵柄を
つくりました。完成品が届くのは一ヵ月後です。

17日（水）荒浜青空写真展（荒浜）

　深沼海水浴場入口で、荒浜出身のアマチュ
ア写真家・佐藤豊さんによる写真展示が行わ
れています。展示してあるのは震災前と震災
後の荒浜と、復興へ向かっている人々の写真
です。昨年に引き続き2回目となった今年の展
示は、佐藤さんが各メディアを通して「震災以
前の荒浜の写真の提供」を呼びかけたことで、
多くの写真が集まりました。

　展示は
9月頃ま
で開催さ
れ、写 真
の募集も
引き続き行っています。震災以前の荒浜の写
真をお持ちの方は090-7933-3404（佐藤豊
さん）までご連絡ください。

22日（月）風呂敷講座開催
（日辺グラウンド仮設住宅）

　「唐草模様の
風呂敷で思い出
す の は 誰 か
な？」との講師
の問いに、すか
さず全員が「東

京ぼん太！」と答えました。その後は、風呂敷の
様々な活用法に感心しきりの皆さんでした。

11日（木） 私にも出来ました～
（荒井小用地仮設住宅・鶴亀会）

　泉区の吉成小
学校6年生30
名が体験学習
で訪れ、復興か
めを作りまし

た。「糊をくっつけたらしばらくそのまま握って
いてくださいよ」など、鶴亀会のメンバーから
指導を受けながら、皆上手にできました。

24日（水）野菜もお姉さんもおしゃれ～
（若林三丁目・ぐるぐる若林マルシェ）

　おしゃれな野
菜が入荷してい
ました。「細くて
小さな『イエロー
にんじん』はサラ
ダに、プチトマト

の『アイコ』はとっても甘いんですよ～」と、マル
シェのスタッフが教えてくれました。

23日（火）「じぇじぇ」流行っています！
（卸町5丁目公園仮設住宅）

　健康体操教室
で、「掛け声は
『じぇじぇ』でやり
ましょう」とインス
トラクターの先
生。集会所全体が

「じぇじぇ」の大コーラスになりました。参加者
は「じぇじぇ、思いのほか体が動いだでば！」
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す
。

　
八
月
に
企
画
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

に
関
し
て
、東
北
大
学
が
十
八
日
に
サ

ン
モ
ー
ル
一
番
町
で
開
催
す
る
復
興
支

援
イ
ベ
ン
ト
に
会
が
参
加
し
、仙
台
市

民
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
や
、二
十
四

日
に
予
定
し
て
い
る
貞
山
掘
の
灯
篭
流

し
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。名
取
川
流
域
の

文
化
交
流
と
し
て
、秋
保
の
職
人
が
荒

浜
の
各
種
素
材
で
作
品
を
制
作
す
る
九

月
の
企
画
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
協
議

八
月
五
日（
月
）定
例
会
議

明
日
の
三
本
塚
を

考
え
る
会

東
六
郷
地
区
に
お
け
る
農
地
と
宅
地
の
一
体
的
な
整

備
や
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　建築
の
専
門
家
か
ら
、移
転
事
業
費

が
減
額
と
な
る
よ
う
な
新
し
い
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
宅
地
造
成
費
用
・

住
宅
建
設
・
ロ
ー
ン
返
済
の
そ
れ
ぞ
れ

に
関
し
て
、費
用
が
よ
り
減
額
と
な
る

と
い
う
も
の
で
す
。こ
の
計
画
案
は
、三

本
塚
町
内
会
全
体
集
会
で
提
案
さ
れ
る

予
定
で
す
。ま
た
、参
加
者
が
持
参
し
た

自
作
の
建
築
模
型
を
前
に
、未
来
の
自

宅
へ
の
希
望
や
問
題
点
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
地
区
内
移
転
に
関
す
る
提
案

七
月
二
十
六
日（
金
）定
例
会
議

東
六
郷
移
転
推
進
協
議
会

東
六
郷
の
浸
水
区
域
か
ら
六
郷
地
区
へ
の
集
団
移
転

に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
が
移
転
す
る
隣
接
地
に
移
転
予
定

の
井
土
地
区
住
民
グ
ル
ー
プ
と
の
初
会

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
後
共
同
で
移

転
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
か
ら
、今

回
の
議
題
と
し
て
は
ま
ず
、公
園
、道

路
、上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
つ
い
て
、課
題
整
理
が
行
わ
れ
ま
し

た
。早
急
に
取
り
組
む
課
題
と
し
て
公

園
用
地
の
場
所
の
確
定
が
挙
げ
ら
れ
、

決
ま
り
次
第
、住
宅
区
画
を
確
定
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
井
土
地
区
移
転
住
民
グ
ル
ー
プ
と
の

顔
合
わ
せ

●
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
課
題
整
理

八
月
四
日（
日
）会
合

まちの語り場
集団移転、単独移転、現地再建…。沿岸部にお住まい
だった方は今、お住まいの再建に向けて地域ごとに話し
合いを進めています。このコーナーでは、それぞれの団
体で話し合われている内容についてお知らせします。

※記載している内容は、各開催日現在での情報です。最新の情報については各団体へお問い合わせください

問い合わせ先
代表 貴田喜一 090-8254-4270
定 例 会 議
毎週月曜日19：00～
荒井小学校用地仮設住宅集会所

問い合わせ先
代表 末永薫 （問い合わせがある場合
は直接定例会場においでください）
定例会議
第2・4金曜日19：00～
サンピア2F 会議室4

問い合わせ先
代表 小野吉信 090-3122-4843
会議、学習会は自由参加、随時開催

問い合わせ先
代表 落合義光 090-4882-3368
会議は随時開催

みらいん編集部は、毎日読者の皆さんと一緒にさまざまな催しや
出来事に参加し、取材しています。その一部をご紹介します。

みらいん編集部

取材ダイアリー

4日（木）お茶会はノリノリライブに！
（七郷市民センター）

　借り上げ民間
賃貸住宅住民グ
ループ若松会の
お茶会ゲストは、
日本全国を飛び
回るミュージシャ

ン「ソーセージ」です。ファンキーなお兄さんた
ちの演奏に皆もノリノリでした。

7日（日）初めてのそば打ち
（JR南小泉アパート仮設住宅）

　親子参加のそ
ば打ち体験が行
われました。力
いっぱいこねて
粉だらけの子ど
もたち。そば切り

包丁はとっても大きくて、おっかなびっくりな
がらも、一生懸命取り組みました！

10日（水）オリジナルウエアづくり！
（荒井7号公園仮設住宅）

　学校法人三島
学園から、陶芸の
先生がやってきま
した。この日は素
焼きの陶器への絵
付け体験です。可

愛らしいシールを使ったり思い思いの絵柄を
つくりました。完成品が届くのは一ヵ月後です。

17日（水）荒浜青空写真展（荒浜）

　深沼海水浴場入口で、荒浜出身のアマチュ
ア写真家・佐藤豊さんによる写真展示が行わ
れています。展示してあるのは震災前と震災
後の荒浜と、復興へ向かっている人々の写真
です。昨年に引き続き2回目となった今年の展
示は、佐藤さんが各メディアを通して「震災以
前の荒浜の写真の提供」を呼びかけたことで、
多くの写真が集まりました。

　展示は
9月頃ま
で開催さ
れ、写 真
の募集も
引き続き行っています。震災以前の荒浜の写
真をお持ちの方は090-7933-3404（佐藤豊
さん）までご連絡ください。

22日（月）風呂敷講座開催
（日辺グラウンド仮設住宅）

　「唐草模様の
風呂敷で思い出
す の は 誰 か
な？」との講師
の問いに、すか
さず全員が「東

京ぼん太！」と答えました。その後は、風呂敷の
様々な活用法に感心しきりの皆さんでした。

11日（木） 私にも出来ました～
（荒井小用地仮設住宅・鶴亀会）

　泉区の吉成小
学校6年生30
名が体験学習
で訪れ、復興か
めを作りまし

た。「糊をくっつけたらしばらくそのまま握って
いてくださいよ」など、鶴亀会のメンバーから
指導を受けながら、皆上手にできました。

24日（水）野菜もお姉さんもおしゃれ～
（若林三丁目・ぐるぐる若林マルシェ）

　おしゃれな野
菜が入荷してい
ました。「細くて
小さな『イエロー
にんじん』はサラ
ダに、プチトマト

の『アイコ』はとっても甘いんですよ～」と、マル
シェのスタッフが教えてくれました。

23日（火）「じぇじぇ」流行っています！
（卸町5丁目公園仮設住宅）

　健康体操教室
で、「掛け声は
『じぇじぇ』でやり
ましょう」とインス
トラクターの先
生。集会所全体が

「じぇじぇ」の大コーラスになりました。参加者
は「じぇじぇ、思いのほか体が動いだでば！」

7月



続ける

支 援

6
取材：遠藤柊子、福長悠＠東北大学大学院
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
半
。
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

で
支
援
を
続
け
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
地
域
に
根
差
し

て
支
援
を
続
け
る
方
々
は
、
ど
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
被
災
地
で
取
材
を
続
け
る
情
報
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
＠
仙
台
の
大
学
生
記
者
が
取
材
し
ま
し
た
。

仙
台
傾
聴
の
会
の

傾
聴
活
動

　
仙
台
傾
聴
の
会（
森
山
英
子
代
表
）は

二
〇
〇
八
年
か
ら
、
名
取
、
仙
台
両
市
内

の
介
護
施
設
な
ど
で
、
認
知
症
や
う
つ
病

を
患
う
方
々
の
悩
み
や
不
安
に
じ
っ
と
耳

を
傾
け
る
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
震

災
を
機
に
、
仮
設
住
宅
や
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
で「
茶さ

話わ

会か
い

」の
よ
う
な
場
を
定
期
的

に
設
け
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
な
お
、

被
災
さ
れ
た
方
に
寄
り
添
い
続
け
て
い
ま

す
。
会
の
メ
ン
バ
ー
は
仙
台
市
を
中
心
に

県
内
在
住
の
約
二
百
人
。
民
生
委
員
や
看

護
師
、
薬
剤
師
な
ど
職
業
も
年
齢
も
さ
ま

ざ
ま
で
、
実
際
に
傾
聴
す
る
に
あ
た
っ
て

基
本
的
な
講
習
を
必
ず
受
講
し
て
お
り
、

中
に
は
臨
床
心
理
士
な
ど
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
資
格
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。

　「
震
災
当
時
の
話
を
さ
れ
る
方
も
い
ま

す
が
、
生
活
再
建
へ
の
不
安
や
人
間
関
係

の
悩
み
を
話
さ
れ
る
方
が
多
い
で
す
ね
」。

震
災
か
ら
約
二
年
半
。
参
加
者
の
話
題
内

容
に
も
変
化
が
あ
る
、
と
副
代
表
の
長
田

憲
一
さ
ん

は
言
い
ま

す
。
自
立

へ
の
歩
み

を
踏
み
出

し
、
気
丈

に
振
る
舞

い
な
が
ら

も
、
周
囲

に
は
な
か
な
か
言
え
な
い
不
安
や
悩
み
を

抱
え
た
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
知
り

合
い
の
目
を
気
に
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
話
が

で
き
る
茶
話
会
は
、
そ
う
し
た
方
々
の
心

を
軽
く
す
る
場
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
若
林
区
内
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
毎
月

通
っ
て
い
る
と
い
う
八
十
代
の
女
性
は
、

同
じ
よ
う
な
思
い
で
通
い
続
け
て
い
る
幼

な
じ
み
の
同
級
生
と
の
会
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。「
こ
こ
じ
ゃ
さ
、
周
り
に

気
つ
か
わ
な
ぐ
で
い
い
が
ら
っ
し
ゃ
。
好

き
な
ご
ど
話
せ
ん
だ
が
ら
い
い
の
っ

し
ゃ
」。「
こ
ん
な
風
に
こ
の
会
を
楽
し
み

に
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
日
常
の
何

気
な
い
会
話
も
増
え
ま
し
た
ね
」。
事
務

局
長
の
伊
東
み
ど
り
さ
ん
が
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
の
楽
し
げ
な
様
子
に
目
を
細

め
て
い
ま
し
た
。

　
傾
聴
の
基
本
は
、
相
手
を
認
め
、
話
を

受
け
止
め
、
共
感
す
る
こ
と
。
ど
ん
な
話

で
も
、
ど
ん
な
人
で
も
、
メ
ン
バ
ー
た
ち

は
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。「
悩
み
を
一

人
で
抱
え
込
ん
で
い
る
人
は
ま
だ
ま
だ
い

る
と
思
い
ま
す
。
会
話
に
限
ら
ず
、
同
じ

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
ほ
っ
と
し
た

気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
」と
、
長
田
さ
ん
。
仮
設
住

宅
な
ど
で
行
う
傾
聴
の
際
、
最
近
で
は
、

個
人
宅
に
お
邪
魔
し
て
話
を
聞
く
こ
と
も

増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
会
で
は
先
日
、
震
災
後
の
活
動
記
録
な

ど
を
ま
と
め
た
冊
子「
あ
な
た
の
心
に
よ

り
そ
う
　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
視
点
」

を
刊
行
し
ま
し
た
。
会
発
足
か
ら
五
年
間

の
歩
み
や
会
員
が
日
常
の
傾
聴
活
動
で
感

じ
て
い
る
こ
と
、
日
ご
ろ
か
ら
使
え
る
傾

聴
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

傾聴活動　9月開催日程
申込不要、参加無料
傾聴茶話会

10月7日（月）10：30～12：00
仙台市市民活動サポートセンター
傾聴サロン

9月7日（土）、10月5日（土）10：00～15：00
仙台市福祉プラザ

電話相談：080-3199-4481
（火・木・土曜日9：00～17：00）
問い合わせ／

仙台傾聴の会　森山英子代表　
090-6253-5640
http://blog.canpan.info/morimori/

くつろいだ雰囲気で、ボランティアと参加者同
士が話を交わし合う「傾聴茶話会」

冊子『あなたの心によりそう 
傾聴ボランティアの視点』。会
員の思いや日常でも使える傾
聴のポイントが載っています

情｜報｜掲｜示｜板 仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、支援団体による
支援情報などを紹介します。
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健康相談などのお知らせ 電話：022-282-1111（若林区家庭健康課・障害高齢課）
相談名 時 時　間 会　場 内　容 担　当 問い合わせ

母と子の健康相談

9 月 6 日（金）★
10 月 5 日（土） 9：30 ～ 10：30 六郷保健センター 育児の心配や母と子の健康についての相談

（保健センターでの歯科相談は隔月でおこ
なっています）

保健師・栄養士
★の日は歯科衛生士もおります 家庭健康課

内線 6772
9 月 10 日（火） 9：30 ～ 10：30 七郷保健センター
9 月 27 日（金）★ 13：30 ～ 14：30 若林区役所 3 階

子どものこころの
相談室 9 月 24 日（火） 午後・予約制 若林区役所 3 階 震災後の子どものこころの健康に関する相

談（要予約） 臨床心理士

健康づくり講話
9 月 18 日（水）

13：30 ～ 14：30 若林区役所 3 階
健康教育室

年を取ると骨・関節が弱くなるのはなぜ？
～膝・関節の痛み、圧迫骨折～ 安倍整形外科　安倍吉則先生 家庭健康課

内線 6785
健康づくり相談 14：30 ～ 15：30 若林区役所 3 階 健康相談（要予約） 保健師、栄養士、歯科衛生士

こころの健康相談

9 月 9 日（月）
9 月 19 日（木）
9 月 27 日（金）★
10 月 3 日（木）
10 月 7 日（月）

13：30 ～ 16：00
★の日は
9：00 ～ 12：00

若林区役所 3 階 こころの健康に関する相談（要予約） 精神科医師、精神保健福祉相談
員、保健師など

障害高齢課
内線 6752

震災こころの相談 随時（土日祝日除く） 8：30 ～ 17：00 若林区役所 1 階窓口など 震災によるストレスやこころの相談

高齢者総合相談 随時（土日祝日除く） 8：30 ～ 17：00 若林区役所 1 階窓口 高齢者の健康や介護・福祉の相談 保健師など 障害高齢課
内線 6742

サロン・イベント名 対　象 時 時　間 会　場 内　容 申　込 問い合わせ

泉区役所巡回相談・サロン
「ちくちく工房」

泉区のみなし仮設に
お住まいの方 9 月 10 日（火） 10：00 ～ 12：00 泉区役所 5 階

「ランチョンマット」を手づく
りします。ちくちくしながら
おしゃべりりましょう

不要
支えあいセンター
いずみ
022-772-5755

いぐねおぢゃっこの会 六郷地区にお住まいの方、
元六郷地区の方 9 月 11 日（水） 10：00 ～ 12：00 六郷市民センター 若林地区・お楽しみかくし芸 要（電話）

支えあいセンター
わかばやし
022-781-0559

なつかしの音楽・
名曲クラシック

宮城野区のみなし仮設に
お住まいの方 9 月 14 日（土） 10：00 ～ 12：00 仙台市中央市民

センター
皆で懐かしい音楽を鑑賞しま
しょう 要（電話）

支えあいセンター
みやぎの
022-292-0990

ほのぼの中央サロン 太白区のみなし仮設に
お住まいの方 9 月 21 日（土） 10：00 ～ 12：00 太白区中央市民

センター リーフコースターづくり（手芸） 要（電話）
支えあいセンター
たいはく
022-217-7234

第 17 回木町サロン 木町地区に
お住まいの方 9 月 28 日（土） 10：00 ～ 12：00 木町通市民

センター

ディスコン（円盤を使い誰で
も安全にできるスポーツ）＆
交流会

要
（返信はがき）

支えあいセンター
あおば
022-217-7234

※その他の交流サロンについては、支えあいセンターからのダイレクトメールでご確認ください

支えあいセンターからのお知らせ
借り上げ民間賃貸住宅（以下、みなし仮設）にお住まいの方を支援する支えあいセンター主催の、おすすめサロン・イベント情報です。すべて参加無料。

編み物ボランティア養成講座
～編み物お茶っこのみしましょう～
　編み物ボランティアの活動が始まります。グループで編み物を楽し
みたい方、ボランティアしたい方歓迎。全3回の講座の後に、仮設住
宅で行う編み物茶話会のボランティアとして参加していただきます。
対象  編み物を通したボランティア活動に興味がある方
時  9月12日（木）、19日（木）、26日（木）13：00 ～ 15：00
場所  仙台市シルバーセンター（青葉区花京院 1-3-2）
費用  500 円（用具、材料費込）　 定員  15 名（先着順）
講師  Joli crochet 主宰　高野文江氏
申込方法  電話か FAX。FAX の場合は住所、氏名、電話番号を明記
申・問  022-215-3170 仙台市シルバーセンター  FAX022-215-4140

手しごと秋保彩展 Vol.5
～海と森を繋ぐ名取川「わ」プロジェクト～
　「名取川流域文化交流」をテーマに、秋保のつくり手が津波で被
災した荒浜の復興プロジェクトに参画し、その地域の歴史・素材を
発見し新しいモノをつくることで、地域の元気を取り戻す手伝いを
する提案展です。入場無料。
対象  どなたでも入場できます
時  9月20日（金）～ 25日（水）10：00 ～ 20：00（25日は～ 19：00）
場所  東北工業大学一番町ロビー（青葉区一番町 1-3-1）
主催  手しごとAKIU
問  022-723-0538 東北工業大学 一番町ロビー

地域住民による手づくり演劇公演
　長町の地域の方々が役者となり、手づくりで完成させた市民劇「わ
がまち　ながまち　愛のまち～長町青物市場物語」が上演されま
す。戦後間もない長町にあった青物市場を舞台とする人情物語が
繰り広げられます。
対象  未就学児以外どなたでも
時  9月14日（土）18：30 開場、15日（日）10：00・14：00 開場
場所  太白区文化センター楽楽楽ホール
入場料  前売高校生以上 1500 円、小中学生 1000 円（当日高校生以上
1700 円、小中学生 1200 円）
問  022-247-4369 布久満

大切な方をなくされたひとのわかちあいの会
　仙台グリーフケア研究会では、大切な方をなくされたひとの「わ
かちあいの会」を開催しています。ご遺族同士が、喪失による悲しみ、
怒り、つらい気持ちなどを静かに語り合います。会の中で話された
ことは、他にもれることはありません。申込不要、参加無料。
対象  大切な方をなくされたひと
時  9月21日（土）14：00 ～ 16：30（受付 13：30 ～）
場所  仙台市シルバーセンター（青葉区花京院 1-3-2）
※託児希望の方は事前にお知らせください
問  070-5548-2186 仙台グリーフケア研究会事務局

続ける

支 援

6
取材：遠藤柊子、福長悠＠東北大学大学院
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
半
。
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

で
支
援
を
続
け
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
地
域
に
根
差
し

て
支
援
を
続
け
る
方
々
は
、
ど
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
被
災
地
で
取
材
を
続
け
る
情
報
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
＠
仙
台
の
大
学
生
記
者
が
取
材
し
ま
し
た
。

仙
台
傾
聴
の
会
の

傾
聴
活
動

　
仙
台
傾
聴
の
会（
森
山
英
子
代
表
）は

二
〇
〇
八
年
か
ら
、
名
取
、
仙
台
両
市
内

の
介
護
施
設
な
ど
で
、
認
知
症
や
う
つ
病

を
患
う
方
々
の
悩
み
や
不
安
に
じ
っ
と
耳

を
傾
け
る
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
震

災
を
機
に
、
仮
設
住
宅
や
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
で「
茶さ

話わ

会か
い

」の
よ
う
な
場
を
定
期
的

に
設
け
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
な
お
、

被
災
さ
れ
た
方
に
寄
り
添
い
続
け
て
い
ま

す
。
会
の
メ
ン
バ
ー
は
仙
台
市
を
中
心
に

県
内
在
住
の
約
二
百
人
。
民
生
委
員
や
看

護
師
、
薬
剤
師
な
ど
職
業
も
年
齢
も
さ
ま

ざ
ま
で
、
実
際
に
傾
聴
す
る
に
あ
た
っ
て

基
本
的
な
講
習
を
必
ず
受
講
し
て
お
り
、

中
に
は
臨
床
心
理
士
な
ど
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
資
格
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。

　「
震
災
当
時
の
話
を
さ
れ
る
方
も
い
ま

す
が
、
生
活
再
建
へ
の
不
安
や
人
間
関
係

の
悩
み
を
話
さ
れ
る
方
が
多
い
で
す
ね
」。

震
災
か
ら
約
二
年
半
。
参
加
者
の
話
題
内

容
に
も
変
化
が
あ
る
、
と
副
代
表
の
長
田

憲
一
さ
ん

は
言
い
ま

す
。
自
立

へ
の
歩
み

を
踏
み
出

し
、
気
丈

に
振
る
舞

い
な
が
ら

も
、
周
囲

に
は
な
か
な
か
言
え
な
い
不
安
や
悩
み
を

抱
え
た
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
知
り

合
い
の
目
を
気
に
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
話
が

で
き
る
茶
話
会
は
、
そ
う
し
た
方
々
の
心

を
軽
く
す
る
場
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
若
林
区
内
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
毎
月

通
っ
て
い
る
と
い
う
八
十
代
の
女
性
は
、

同
じ
よ
う
な
思
い
で
通
い
続
け
て
い
る
幼

な
じ
み
の
同
級
生
と
の
会
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。「
こ
こ
じ
ゃ
さ
、
周
り
に

気
つ
か
わ
な
ぐ
で
い
い
が
ら
っ
し
ゃ
。
好

き
な
ご
ど
話
せ
ん
だ
が
ら
い
い
の
っ

し
ゃ
」。「
こ
ん
な
風
に
こ
の
会
を
楽
し
み

に
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
日
常
の
何

気
な
い
会
話
も
増
え
ま
し
た
ね
」。
事
務

局
長
の
伊
東
み
ど
り
さ
ん
が
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
の
楽
し
げ
な
様
子
に
目
を
細

め
て
い
ま
し
た
。

　
傾
聴
の
基
本
は
、
相
手
を
認
め
、
話
を

受
け
止
め
、
共
感
す
る
こ
と
。
ど
ん
な
話

で
も
、
ど
ん
な
人
で
も
、
メ
ン
バ
ー
た
ち

は
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。「
悩
み
を
一

人
で
抱
え
込
ん
で
い
る
人
は
ま
だ
ま
だ
い

る
と
思
い
ま
す
。
会
話
に
限
ら
ず
、
同
じ

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
ほ
っ
と
し
た

気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
」と
、
長
田
さ
ん
。
仮
設
住

宅
な
ど
で
行
う
傾
聴
の
際
、
最
近
で
は
、

個
人
宅
に
お
邪
魔
し
て
話
を
聞
く
こ
と
も

増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
会
で
は
先
日
、
震
災
後
の
活
動
記
録
な

ど
を
ま
と
め
た
冊
子「
あ
な
た
の
心
に
よ

り
そ
う
　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
視
点
」

を
刊
行
し
ま
し
た
。
会
発
足
か
ら
五
年
間

の
歩
み
や
会
員
が
日
常
の
傾
聴
活
動
で
感

じ
て
い
る
こ
と
、
日
ご
ろ
か
ら
使
え
る
傾

聴
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

傾聴活動　9月開催日程
申込不要、参加無料
傾聴茶話会

10月7日（月）10：30～12：00
仙台市市民活動サポートセンター
傾聴サロン

9月7日（土）、10月5日（土）10：00～15：00
仙台市福祉プラザ

電話相談：080-3199-4481
（火・木・土曜日9：00～17：00）
問い合わせ／

仙台傾聴の会　森山英子代表　
090-6253-5640
http://blog.canpan.info/morimori/

くつろいだ雰囲気で、ボランティアと参加者同
士が話を交わし合う「傾聴茶話会」

冊子『あなたの心によりそう 
傾聴ボランティアの視点』。会
員の思いや日常でも使える傾
聴のポイントが載っています

情｜報｜掲｜示｜板 仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、支援団体による
支援情報などを紹介します。
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健康相談などのお知らせ 電話：022-282-1111（若林区家庭健康課・障害高齢課）
相談名 時 時　間 会　場 内　容 担　当 問い合わせ

母と子の健康相談

9 月 6 日（金）★
10 月 5 日（土） 9：30 ～ 10：30 六郷保健センター 育児の心配や母と子の健康についての相談

（保健センターでの歯科相談は隔月でおこ
なっています）

保健師・栄養士
★の日は歯科衛生士もおります 家庭健康課

内線 6772
9 月 10 日（火） 9：30 ～ 10：30 七郷保健センター
9 月 27 日（金）★ 13：30 ～ 14：30 若林区役所 3 階

子どものこころの
相談室 9 月 24 日（火） 午後・予約制 若林区役所 3 階 震災後の子どものこころの健康に関する相

談（要予約） 臨床心理士

健康づくり講話
9 月 18 日（水）

13：30 ～ 14：30 若林区役所 3 階
健康教育室

年を取ると骨・関節が弱くなるのはなぜ？
～膝・関節の痛み、圧迫骨折～ 安倍整形外科　安倍吉則先生 家庭健康課

内線 6785
健康づくり相談 14：30 ～ 15：30 若林区役所 3 階 健康相談（要予約） 保健師、栄養士、歯科衛生士

こころの健康相談

9 月 9 日（月）
9 月 19 日（木）
9 月 27 日（金）★
10 月 3 日（木）
10 月 7 日（月）

13：30 ～ 16：00
★の日は
9：00 ～ 12：00

若林区役所 3 階 こころの健康に関する相談（要予約） 精神科医師、精神保健福祉相談
員、保健師など

障害高齢課
内線 6752

震災こころの相談 随時（土日祝日除く） 8：30 ～ 17：00 若林区役所 1 階窓口など 震災によるストレスやこころの相談

高齢者総合相談 随時（土日祝日除く） 8：30 ～ 17：00 若林区役所 1 階窓口 高齢者の健康や介護・福祉の相談 保健師など 障害高齢課
内線 6742

サロン・イベント名 対　象 時 時　間 会　場 内　容 申　込 問い合わせ

泉区役所巡回相談・サロン
「ちくちく工房」

泉区のみなし仮設に
お住まいの方 9 月 10 日（火） 10：00 ～ 12：00 泉区役所 5 階

「ランチョンマット」を手づく
りします。ちくちくしながら
おしゃべりりましょう

不要
支えあいセンター
いずみ
022-772-5755

いぐねおぢゃっこの会 六郷地区にお住まいの方、
元六郷地区の方 9 月 11 日（水） 10：00 ～ 12：00 六郷市民センター 若林地区・お楽しみかくし芸 要（電話）

支えあいセンター
わかばやし
022-781-0559

なつかしの音楽・
名曲クラシック

宮城野区のみなし仮設に
お住まいの方 9 月 14 日（土） 10：00 ～ 12：00 仙台市中央市民

センター
皆で懐かしい音楽を鑑賞しま
しょう 要（電話）

支えあいセンター
みやぎの
022-292-0990

ほのぼの中央サロン 太白区のみなし仮設に
お住まいの方 9 月 21 日（土） 10：00 ～ 12：00 太白区中央市民

センター リーフコースターづくり（手芸） 要（電話）
支えあいセンター
たいはく
022-217-7234

第 17 回木町サロン 木町地区に
お住まいの方 9 月 28 日（土） 10：00 ～ 12：00 木町通市民

センター

ディスコン（円盤を使い誰で
も安全にできるスポーツ）＆
交流会

要
（返信はがき）

支えあいセンター
あおば
022-217-7234

※その他の交流サロンについては、支えあいセンターからのダイレクトメールでご確認ください

支えあいセンターからのお知らせ
借り上げ民間賃貸住宅（以下、みなし仮設）にお住まいの方を支援する支えあいセンター主催の、おすすめサロン・イベント情報です。すべて参加無料。

編み物ボランティア養成講座
～編み物お茶っこのみしましょう～
　編み物ボランティアの活動が始まります。グループで編み物を楽し
みたい方、ボランティアしたい方歓迎。全3回の講座の後に、仮設住
宅で行う編み物茶話会のボランティアとして参加していただきます。
対象  編み物を通したボランティア活動に興味がある方
時  9月12日（木）、19日（木）、26日（木）13：00 ～ 15：00
場所  仙台市シルバーセンター（青葉区花京院 1-3-2）
費用  500 円（用具、材料費込）　 定員  15 名（先着順）
講師  Joli crochet 主宰　高野文江氏
申込方法  電話か FAX。FAX の場合は住所、氏名、電話番号を明記
申・問  022-215-3170 仙台市シルバーセンター  FAX022-215-4140

手しごと秋保彩展 Vol.5
～海と森を繋ぐ名取川「わ」プロジェクト～
　「名取川流域文化交流」をテーマに、秋保のつくり手が津波で被
災した荒浜の復興プロジェクトに参画し、その地域の歴史・素材を
発見し新しいモノをつくることで、地域の元気を取り戻す手伝いを
する提案展です。入場無料。
対象  どなたでも入場できます
時  9月20日（金）～ 25日（水）10：00 ～ 20：00（25日は～ 19：00）
場所  東北工業大学一番町ロビー（青葉区一番町 1-3-1）
主催  手しごとAKIU
問  022-723-0538 東北工業大学 一番町ロビー

地域住民による手づくり演劇公演
　長町の地域の方々が役者となり、手づくりで完成させた市民劇「わ
がまち　ながまち　愛のまち～長町青物市場物語」が上演されま
す。戦後間もない長町にあった青物市場を舞台とする人情物語が
繰り広げられます。
対象  未就学児以外どなたでも
時  9月14日（土）18：30 開場、15日（日）10：00・14：00 開場
場所  太白区文化センター楽楽楽ホール
入場料  前売高校生以上 1500 円、小中学生 1000 円（当日高校生以上
1700 円、小中学生 1200 円）
問  022-247-4369 布久満

大切な方をなくされたひとのわかちあいの会
　仙台グリーフケア研究会では、大切な方をなくされたひとの「わ
かちあいの会」を開催しています。ご遺族同士が、喪失による悲しみ、
怒り、つらい気持ちなどを静かに語り合います。会の中で話された
ことは、他にもれることはありません。申込不要、参加無料。
対象  大切な方をなくされたひと
時  9月21日（土）14：00 ～ 16：30（受付 13：30 ～）
場所  仙台市シルバーセンター（青葉区花京院 1-3-2）
※託児希望の方は事前にお知らせください
問  070-5548-2186 仙台グリーフケア研究会事務局



　今
日
も
海
風
が
強
く
吹
き
つ
け
る
荒
浜
。
こ
の
荒
浜
へ

毎
日
や
っ
て
く
る
若
者
が
一
人
、
貴
田
慎
二
さ
ん
で
す
。

貴
田
さ
ん
は
、
自
宅
跡
地
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
コ
ー
ス

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　「津
波
で
全
て
失
っ
て
か
ら『
何
か
楽
し
い
こ
と
、
自
分

の
好
き
な
こ
と
を
や
ら
な
き
ゃ
だ
め
だ
』と
思
っ
て
。
好
き

だ
っ
た
ボ
ー
ド
を
皆
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
、
コ
ー

ス
を
つ
く
り
始
め
た
ん
で
す
」と
話
す
貴
田
さ
ん
は
、
友

人
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
初
心
者
か
ら
楽
し
め
る
よ

う
な
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
コ
ー
ス
を
つ
く
り
続
け
て
い
ま
す
。

　「深
沼
で
生
ま
れ
育
っ
た
か
ら
、
こ
の
土
地
へ
の
愛
着
は

人
一
倍
あ
り
ま
す
。
だ
っ
て
、
も
っ
た
い
な
い
っ
す
よ
。
こ

ん
な
に
街
か
ら
近
く
て
海
水
浴
場
も
あ
る
場
所
な
ん
て
、

他
に
な
い
で
す
よ
」。
夏
休
み
に
な
る
と
、
毎
日
、
家
族

連
れ
や
若
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
こ
の
町
を
、
も
う
一
度
再
生

さ
せ
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
の
貴
田
さ
ん
。

　「荒
浜
は
公
園
に
な
る
計
画
が
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
そ

れ
な
ら
ば
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
市
民
が

楽
し
め
る
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」と
語
る

貴
田
さ
ん
の
日
焼
け
し
た
顔
の
先
に
は
、

母
校
の
荒
浜
小
学
校
が
今
も
町
を
見

守
る
よ
う
に
た
っ
て
い
ま
す
。

2013

9月

自
分
や
仲
間
、
皆
の
た
め
に

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
コ
ー
ス
づ
く
り

今月の
ひと

故
郷
の
再
生
を
願
っ
て

毎
日
、
荒
浜
へ
通
う
若
人

パ ズ ルク ロ ス ワ ー ド
①仙台市初の名誉市民にして詩人、英文学者の土井○○○○。市内には、そ
の名をとった○○○○通りがあります
②人口100万人を超える仙台市は、東北最大の○○といえます
④酒を注いで飲む小さい器
⑤仙台市在住の直木賞作家・伊集院静の妻は、女優の○○ひろ子
⑦敵の本陣、大きな組織の中枢
⑩９月20，21日、志波彦○○○○と塩竃○○○○にて、「しおがまさま神々の
月灯り」が開かれます
⑭仙台市出身の漫画家・荒木飛呂彦の代表作といえば、「ジョジョの奇妙な
○○○○」
⑯2002年にノーベル化学賞を受けた○○○耕一は、東北大学出身
⑰９月14～23日、野草園にて「○○まつり」が開催されます
⑱寅さんの名ゼリフ、「○○は車、名は寅次郎。人呼んで…」

①野球で、打つために必要な棒
③「ひょっこりひょうたん島」などで知られ、日本芸術院会員である井上○○○
は、仙台第一高校の出身
⑥「暗夜行路」「城の崎にて」などで知られる○○直哉は、石巻市出身
⑧芸人の○○英孝は、宮城県の魅力を全国に発信する「みやぎ絆大使」のひとり
⑨芸道で素質がないのは、○○が悪い
⑪今年のテーマは「音楽は無限大」。９月７，８日に、定禅寺ストリート○○○フェ
スティバル」が開かれます
⑫仕事から退いてのんびりと暮らすこと
⑬仕組みや機構の大きさ
⑮○○は世につれ世は○○につれ
⑰青葉城恋唄より。♪広瀬川～流れる岸辺～想い出は帰らず　○○○～踊る光に…
⑲ことわざ。○○○は人の為ならず
⑳マリンピア松島水族館でも人気者。「海豚」の読みは？

タ
テ
の
カ
ギ

出題
石田竹久

ヨ
コ
の
カ
ギ

A B C D E
こたえ

　Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」の
テ
ー
マ

曲
、
歌
詞
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
度
聞
い
て
も「
す
っ
と

こ
ど
っ
こ
い
」と
聞
こ
え
る
一
節
が
あ
り
ま
す
。
不
思
議

な
事
に
、
こ
の
聞
こ
え
方
が
日
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で

す
。い
つ
も
は
、お
も
し
ろ
お
か
し
く
、元
気
度
が
下
が
っ

て
い
る
時
は
、
つ
ま
ら
な
く
聞
こ
え
ま
す
。
音
楽
の
一
節

に
対
す
る
感
じ
方
で
も
こ
ん
な
に
違
う
の
か
と
驚
い
て

い
ま
す
。
最
近
、
我
が
家
で
は
、
毎
日
の
元
気
度
を
こ
の

一
節
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
元
気
度
が
下
が
っ
た
時
、
皆
さ
ん
は
何
を

な
さ
い
ま
す
か
。
私
は
、
か
ら
だ
の
元
気
は
、「
寝
る
」「
食

べ
る
」こ
と
で
保
つ
よ
う
に
し
て
、
心
の
元
気
回
復
の
た

め
に
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
熱
中
で
き
る
ダ
ン
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
機
会
を
見
つ
け
て
は
風
に

向
か
っ
て
立
ち
、
風
に
吹
か
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私
は
風
に
吹
か
れ
る
と
、
す
っ
き
り
と
し
た
か
ら
だ
の

爽
快
感
と
、
心
の
安
ら
ぎ
を
同
時
に
得
ら
れ
る
の
で
す
。

「
風
」に
対
す
る
感
じ
方
を
、
自
分
自
身
で
刷
り
込
ん
で

き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　心
の
元
気
、
皆
さ
ん
は
ど
の
様
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ど
ん

な
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
か
。
好
き
な
事
、
楽
し
い
事
、
夢

中
に
な
れ
る
も
の
、
気
持
ち
の
い
い
事
、
癒
や
さ
れ
る

事
等
、
ぜ
ひ「
心
の
常
備
薬
」を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

す
っ
と
こ
ど
っ
こ
い

生活編
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入
江
徳
子
（
い
り
え

　
の
り
こ
）

健
康
運
動
指
導
士
と
し
て
震
災
後
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
集
会
所
で

指
導
を
行
っ
て
い
る
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在

（
公
財
）仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団

　健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
課
課
長

　入
江

　徳
子

　震災復興応援ソング「がんばれ援歌」を唄う高
橋樺子さんが、またまた8月にやってきました。待っ
ていたように住民有志が踊りの輪をつくっていまし
たよ。♪にしの空から～がんばれ援歌～ （きくち）

　副鼻腔炎を患いました。こめかみから歯までの
痛みが今この時も襲ってきます。元はただの風邪
だったんですけどね。この時期、熱中症はもちろ
んですが夏風邪にもご注意ください。 （さとう）

お住まいを移転されると、移転先に「みらいん」が届かなくなる可能性が
あります。引越し後も引き続き購読を希望される方は、編集部までご一報
ください。
宛　先：〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町2-12　「みらいん」編集部
T E L：022-390-5755
FA X：022-390-5756　　e-mail：kawara@mmmm.or.jp 
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お住まいを移転される方へ

前回のこたえ

でした。
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